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研究成果の概要（和文）：院内インシデントの多くを占める重大外傷が含まれる転倒転落の予防対策は国内外を
問わず現在も大きな課題である。高齢化が進む日本においてはこのような転倒事象の発生が患者のQOLや予後も
悪化を招くと同時に、さらにここにかかる医療費は保険財政を逼迫することが予想されるため、予防目的である
有効なリスク評価は喫緊に解決しなければならない課題となっている。
今回は高齢者の外傷性頭部外傷の死亡リスクならびに入院中の転倒リスクに関して調査を行いそれぞれ独立した
リスク要因を見いだしたが、これらリスクから患者選別を行って注視することが転倒ならびに頭部外傷の予防に
重要であると考えられた。

研究成果の概要（英文）：Preventive method against falls and tumbles during hosipitalization, which 
include bone fractures and intracranial hemorrhage that account for many hospital incidents, 
continues to be a major problems both in Japan and abroad. In Japan facing aging society, the 
occurrence of such falls is a major burden for the patients QOL, as well as on the patient safety, 
and the medical costs involved are expected to strain insurance finances. Therefore, effective risk 
assessments for preventing falls must be an urgently resolved problems. In this study, we 
investigated the risk factors for lethal traumatic head injury in the elderly and the falling risk 
prediction during hospitalization, and found independent risk factors for each.

研究分野：医療安全

キーワード： 医療安全　転倒　DPC
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研究成果の学術的意義や社会的意義
DPCデータベースを利用して65歳以上の外傷性頭部外傷調べたところ、死亡リスクを上昇させる因子としてあげ
られたのは悪性腫瘍、血液疾患、呼吸器疾患、外傷性頭部損傷手術、男性、BMI 18.5未満などであった。さらに
看護必要度の推移を再度DPCデータを利用して転倒転落の結果と推察される入院後の大腿骨近位端骨折の有無に
ついて骨折群および非骨折群の間で評価・解析を行った。毎日の看護必要度から移動に関する患者状態を推察し
たところ、入院時の移動状態から治療後に「改善すること」と骨折リスクの高いことが関連しており、患者の状
態の変化が転倒リスクと関連する可能性が示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究の背景 

 

院内のインシデントの多くを占める転倒・転落の予防対策は、予後の改善を含めて、病院の

大小を問わず大きな問題である。日本における高齢率は 2005 年に 20％を越え、2016 年には

27.3％となり、高齢にともない転倒リスクは増加しさらに重大な損傷が生じる可能性が増えるこ

とが考えられ、さらに生命リスクにも関連する 1)。このような高齢化が進むなか、転倒に伴う外

傷として骨折や頭蓋内出血が含まれ、骨折や頭蓋内出血の原因となるような転倒・転落事例の院

内発生は、QOL の低下や生命予後の悪化を招くだけではなく 2)、管理する病院サイドにも大き

な課題である。転倒事例に対する医療コストは医療保険財政の負担となり、転倒の予防を目的と

した入院患者のリスク評価は喫緊に解決しなければならない課題である。国内でも多くの研究

者が転倒・転落のリスク因子分析や転倒転落の予測指標の開発などを行っているものの、現状転

倒・転落の事例は多く高次医療施設で院内発生が報告されている。 

本院でも院内発生の転倒による事故の予防のために、全入院患者に対して入院時に転倒転落

のリスク評価を行い、転倒の予防対策を講じているが、年間約 3000件のインシデント報告のう

ち、約 2～3割が転倒転落に分類されるため、現状のアセスメントでは限界があると考えられる。 

一方、7対 1入院基本料の評価指標として（1）一般病棟用の重症度、医療・看護必要度（以

下、看護必要度）（2）平均在院日数（3）在宅復帰率—の項目があり、施設基準において「看護必

要度を満たす患者が 25％以上」という要件が定められ、一日に一度評価される必要があるため、

比較的短い周期で患者の状態を客観的に把握する良い指標であり記録であると考えられている。 

患者の安全を目的として、診療情報データを用いて医療安全を評価する試みは多方面で行わ

れていて、日本でも 2003年に診療報酬請求に DPC (Diagnosis Procedure Combination)制度が

導入されて以降、DPC データを用いて医療の質の評価が行われている。これは急性期入院医療

に於の 1 日あたりの診療報酬包括支払い制度であり、そのデータは分析の可能な統一形式の患

者情報並びに診療行為情報が含まれている 3)。 

DPC データ調査研究班は、同意が得られた DPC 病院から、研究目的に DPC データを収集

し、管理しており、その情報は全国 1,100 以上の施設から収集された、年間約 700 万症例の情

報を有する巨大なデータベースとなっている。このためこのデータを利用して医療安全や医療

の質に関する多くの研究報告が行われており、データ中に看護必要度の項目別情報も加えられ

ているため、パラメーターとして利用することが可能となっている。 

 

２． 研究の目的 

 

DPCデータをもとに看護必要度から病棟や疾患単位での転倒・転落リスクの評価が可能か否

かを検討するとともに、転倒合併症として頻度の多い外傷性頭部損傷の増悪因子を推定する。ま

た看護必要度の推移を個人単位で解析・評価し、解析結果の推移等から転倒転落に関連するパラ



メーターを作成し、これを用いて、転倒・転落リスク予測と評価、さらに予防対策立案に応用で

きるかを検証し、さらに DPCデータ調査班のデータベースを用いることによって、広く社会的

に病院管理の手法としての利用が妥当か否かを検討することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

 

当院一般病棟における看護必要度評価点数および安全管理レポート、さらに当院同時期のDPC

データ（半年で約 10 万件と推計）からを用いて、年齢、性別、入院時 ADL、手術の有無、麻酔情

報、主病名、入院契機病名、入院時併存症、入院後発生疾患名、医療資源病名、悪性腫瘍 TNM 分

類、手術、薬剤処方歴などの独立因子を抽出し、転倒・転落に影響する因子を推定する。看護必

要度に関しては表 1 に示されている細項目も含めて、因子分析およびロジスティック回帰分析

を行うことで、転倒転落への影響度を目的とした、パラメーターを算出する。同時に非転倒群に

おけるパラメーター推移を解析し、転倒回避が行われた要因に関して調査を行う。 

さらにパラメーターを用いて実際の患者個人における転倒・転落リスクについて算定・予測

を行い、安全管理レポートを用いて実際の発生頻度を検証する。 

DPC データ調査研究班により作成・公開される DPC データベースを用いて、患者個人におけ

る看護必要度評価点数と再度転倒に関する因子分析を行い、患者個々人のリスク因子を抽出し、

前年度までの新規パラメーターと比較する。さらにパラメーターの妥当性に関して再度研究班

データベースにより検討する。 

 

４．研究成果 

 

DPC 調査研究班のデータから 2010 年 4 月 1 日以降に入院し 2017 年 3 月 31 日までに退院し

た 65 歳以上の患者で、入院後に外傷性頭部損傷があった 12,228 名を対象として、退院時生存群

と脂肪群の 2 群間で有意差を認めた項目に関して多重回帰分析を行って、死亡リスク因子を検

討した。 

対象患者の平均年齢は 79.2 歳であり、入院死亡率は 17.9％であった。入院中に頭部損傷を

発生した 65 歳以上の患者の中では、65～74 歳と 75 歳以上では、後者が 0.056%の発生率と有意

に高かく、さらに入院死亡率は 75 歳以上で 18.4％とこちらも高かった。 

さらに入院患者を転倒群および非転倒群の 2 群間比較を行った予備解析から、介護必要度の

なかの A項目（モニタリングおよび処置；表 1）、B項目（患者の状況等）の内容に差を認めた。

すなわち患者年齢が高いこと、Body Mass Index(BMI)が低いこと、さらに内科系疾患の罹患率が

高いことと患者の転倒発生が関連し、このような患者の背景があることが転倒転落の発生と関

連していると推察された。また転倒発生群では事象の起こる直前の看護必要度のスコアが上昇

しており、このスコアの上昇が早期に発見できれば高リスク群として注意して監視することで

転倒を予防できる可能性が考えられた。 



そのため、再度 DPC データを利用して転倒転落の結果である入院後の大腿骨近位端骨折の有

無について骨折群(1 群：n=1,858, 平均年齢 83 歳)および非骨折群(2 群：n=8,512,693、77 歳)

の間で評価・解析を行った。女性の比率は 2群の 43％に比して 1 群で 65％と有意に高く、また

BMI も 1 群で有意に低かった。 

連日の看護必要度から移動に関する患者状態を推察して「入院時の移動状態」と、さらに治

療を行い歩行可能になるなど「患者の状態変化」、さらに大腿頚部骨折についての関連について

検討を行った。結果としては、移動の状態が、要介助などから改善することと骨折リスクの高い

ことが、状態の改善のない群よりも強く関連していることが推察され、患者の移動状態の変化に

より看護体制として注視すべき対象が変化する可能性が示唆された。 

このような患者の日常行動と介助状態の変化と、大腿骨近位端骨折の発生との関連について

の論文はいまだ見られていない。 
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